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2025 年春に植えた落花生の収穫

自然農法の畑

ミニ耕うん機で中学生と共に土づくり

オクラの花と実　

車輛センターを拠点に開催し、267 人が参加

開催にあたり、浜野廣美会長が挨拶

２tトラック 2台分を回収

5班に分かれ、歩道や緑地帯を清掃

清掃終了後の懇親会

当日、
感想を描く子どもたち

（6歳）

小さな子どもも活躍

　2023 年より車輛センター内に、こどもベジタブル
ガーデンを設け、地元の子どもたちと栽培・収穫を行っ
ています。2025 年の春から、竹炭や蛎殻石灰を土に
混ぜ込んで、化学肥料や農薬を使わない自然農法の栽
培に切り替え、落花生やオクラ、枝豆などを栽培。同
年 11 月には、近隣に位置する新北島中学の生徒と共
に、新たに畝を作り、環境教育の実践の場として活用
しました（P.17 参照）。車輛センターは、地域の「津
波避難ビル」を兼ねていることから、ビルの存在と場
所を認識してもらい、緊急時の避難行動に役立てる目
的も担っています。

かきがら

うね

　大幸グループを中心に取り組む KTK 道路清掃美化
キャンペーン（環境対策協議会主催）は、環境につい
て考え、持続可能なまちづくりに貢献する取り組みで、
子どもたちを含む地域全体の生涯学習の場ともなって
います。2004 年（平成 16 年）にスタートし、コロ
ナ禍による中断を経て 2023 年に再開、18 回目とな
る 2025 年は 10 月 26 日に開催し 267 人が参加し
ました。

　当日は、大幸グループ、KTK 会員企業の社員・家族、
地元町会や自治体、その他賛同の方々が５班に分かれ
てごみを拾い、2ｔトラック 2 台分を回収。清掃終了
後は大幸グループの車輛センターで懇親会を行い、み
んなで屋台フードのランチタイムを楽しみました。子
どもたちは、この日の感想を文章やイラストで描き、
ごみの多さや環境について友達や家族と一緒に考えま
した。

●思ったよりごみがいっぱいあった。地面に落ちてい
るのもあったけど、草とか植木の中におしこめられて
いる方が多かった。いっぱいごみをひろったあとのご
飯はすごくおいしかった。来年も行きたいなと思った。
　（11歳）

（11歳）

環境教育

環境

こどもベジタブル・ガーデン　

KTK道路清掃美化キャンペーン

子どもたちの感想文より

　大幸グループでは、地域住民と共にサステナブル社会を実現するためのプロジェクトに取り組んでいます。
とりわけ、将来を担う子どもたちと共に、ゴミの減量、土と農作物を考えるイベントを通し、持続可能な未
来のまちづくりを目指していきます。

地域住民の皆さまと協働し
持続可能な環境づくりを推進
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津波避難ビル 兼 車輌センター

３ｍの津波到達時の仮想イメージ

非常食、 飲料水、 ガスコンロ、乾電池、 アルミブランケット、 トイレ凝固剤等を備蓄 津波避難ビルの自家発電機

2025 年 8 月 5 日 第 26 回 2024 年 12 月 18 日 第 25 回

作業後の茶話会

大幸工業本社でハロウィンのお菓子を配布

大幸グループの焼鳥屋台 大幸グループのかき氷屋台

　南海トラフ地震や大和川の氾濫、内水氾濫に備え、

大幸グループでは 2019 年 12 月に「津波避難ビル 兼 

車輌センター（以下「避難ビル」）」を建設しました。平

常時は大幸工業株式会社 運輸部の管理施設として機能

しており、20t クラスの車両が通行・駐車する頑丈な

構造となっています。津波などの災害時には、車両用

スロープが車いすやベビーカーの避難経路になり、高

さ7mの立体駐車場、車いす対応トイレも備えた事務所

　災害避難が長引く場合に備えて、自治体支給の備蓄

品に加え、地域企業の製造する非常食おにぎりなど、

大幸グループ独自に物品を購入・備蓄し、消費期限前

に更新を行っています。また、「避難ビル」駐車場の最

上階に、事務所棟の必要電力をまかなえる大容量出力

棟へと移動できます。なお、「避難ビル」は、大阪の森

　　　　　　　　　　　　　　　　　　林資源由来の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　燃料を用いた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　木質バイオマ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス電力を使用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　しています。

タイプの自家発電機を設置。さらに、保有する大型車

両に機器を接続して電源を確保することも可能です。

　リサイクル土を用い、例年２回、平林福祉会館で開催

している地域の「寄せ植え教室」。さざんか平林協議会

と従業員が協働で準備を行い、継続的に実施しています。

　第 25 回（2024 年 12 月）は、プリムラや葉ボタンな

ど迎春の寄せ植えを行い、正月飾りも添えて華やかに。

第26回（2025年 8月）は、カラーをはじめとする観

　大幸グループは、「地域みんなで子どもを育てよう」

という、さざんか平林協議会（大阪市住之江区）の

「ひら子屋」活動に賛同し、2025 年もハロウィン行事のお菓

子提供に協賛しました。当日 10 月 27 日の夕方、地域の子ど

もたちが大幸工業株式会社本社を訪れ、玄関ホールのハロウィ

ン・デコレーションや、受け取ったお菓子に笑顔を見せてい

ました。

　大幸グループでは、地域文化・芸能の伝承と交

流を目的に、さざんか平林協議会主催で開かれる

盆踊り大会に参加しています。2025年8月 23 日、会場の平

林福祉会館前広場に従業員が集まり、かき氷・フライドポ

テト・焼き鳥・わらび餅・当て物等の各屋台を担当してイベ

ントを盛り上げました。

葉植物を寄せ植えしました。当日は、住之江区役所や

住之江警察署、住之江消防署からもご参加をいただき、

顔の見える関係性づくりに資するべく、例年通り実習

後に茶話会を開きました。今後も地域の皆さまと共に、

持続可能な地域づくり、防災・環境活動を続けていき

ます。

　災害時等に従業員・設備、 そして地域の皆さんを守り、 事業継続により顧客との信頼関係、 社会的役割をより確か
なものとするため、 BCP （事業継続計画）の拠点「津波避難ビル 兼 車輛センター」 をはじめとする防災システムの
維持管理、 更新に努めています。

　大地震、 津波などの発災時は、 自治体 ・ 企業 ・ 地域の相互協力が大きな力となります。 そのため、 平常時
から避難場所を確認し、 顔の見える関係性を築くことが重要です。 大幸グループでは、 「津波避難ビル」 の周知、
地域全体の防災力向上を促進する多様な交流事業を進めています。

防災
防災事業〈体制整備〉

防災
防災事業〈地域活動〉

津波避難ビル 兼 車輛センター

非常用品の備蓄 ・ 更新と自家発電

寄せ植え教室〈第 25 回〉〈第 26 回〉

地域のハロウィン行事に協賛

平林納涼盆踊り大会に参加

BCP・防災システムを維持管理し
従業員と地域の皆さまを守る

地域への「津波避難ビル」周知と
災害時の協働に向けた交流活動
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